




















「～あげる（やる） / ～くれる / ～もらう」、補助動詞「～てあげる（やる） / ～
てくれる / ～てもらう」と三種類の授受行為の方向性（誰から誰に授受が行われる
のか）についての使い方を習得する。同じ「やりもらい表現」でも英語では “give” と 























でも “give” と “receive” の二項対立になっている。それ故、英語を母語とする
日本語学習者にとって、「やりもらい表現」の習得が難しい文法項目の一つになって








訳されるが、同じ授受行為でも「～（が）～（て）くれる」を使うものは “ (somebody) 
























本大学に 2016 年度春学期・秋学期在籍した会話レベル 3、レベル 4 の留学生、
合わせて 28 人。レベル 3は一年から一年半の日本語学習経験を持ち、レベル 4では
一年半から二年の学習歴を持つ学生である。「やりもらい表現」は、本動詞（「～あ
げる / ～くれる / ～もらう」）（『げんき II』Lesson 14）と補助動詞（「～てあげる 






















絵 1: 素敵な鞄ですね。自分で買ったんですか。 
（いいえ、お父さんが買ってくれたんです / お父さんに買ってもらったんです） 
絵 2: 日本語が上手になりましたね。 
（ええ、先生が教えてくれたんです / 先生に教えてもらったんです） 
絵 3: 素敵なセーターですね。自分で作ったんですか。 
（いいえ、お母さんが作って（編んで）くれたんです / お母さんに（編んで） 
作ってもらったんです） 
絵 4: 晩ご飯、自分で作ったんですか。 
（いいえ、お母さんが作ってくれたんです / お母さんに作ってもらったんです） 
絵 5: いい写真ですね。自分で撮ったんですか。 
（いいえ、ウェイターが撮ってくれたんです / ウェイターに撮ってもらったんです） 
絵 6: 自転車がこわれましたね。自分でなおしたんですか。 
（いいえ、友だちがなおしてくれたんです / 友だちになおしてもらったんです） 
絵 7: お金どうしたんですか。アルバイト、したんですか。 
（いいえ、友だちが貸してくれたんです / 友だちに貸してもらったんです） 
絵 8: 道に迷いましたか。 
（いいえ、店の人が教えてくれたんです / 店の人に教えてもらったんです） 
絵 9: 漢字たくさん知っているんですね。 
（ええ、友だちが教えてくれたんです / 友だちに教えてもらったんです） 
絵 10: おいしそうなアイスクリームですね。 
（ええ、お父さんが買ってくれたんです / お父さんに買ってもらったんです） 
絵 11: 病気だったら、ご飯を作れませんね。 
（ええ、でも友だちが作ってくれたんです / 友だちに作ってもらったんです） 
 
2.4調査結果 
絵 1 から絵 11 のそれぞれの授受表現の総数の内で、レベル 3 の留学生 20 人で
は、「～（が）～てくれる」を使った例が（98）、「～（に）～てもらう」を使った例
が（68）であった。また、「～てあげる」の例が（17）、間違った回答例、回答でき














レベル 3 (20) 人        表 1 












絵 1 8 2 2 2 3 0 3 
絵 2 6 4 1 5 1 0 3 
絵 3 7 4 1 3 1 0 4 
絵 4 5 3 2 3 2 0 5 
絵 5 8 1 2 4 1 0 4 
絵 6 8 2 3 5 1 0 3 
絵 7 6 2 1 5 2 0 4 
絵 8 5 4 3 4 2 0 2 
絵 9 5 4 1 5 2 0 3 
絵 10 5 4 3 4 1 0 3 




レベル 4（8）人        表 2 












絵 1 1 3 2 0 1 1 0 
絵 2 2 2 2 0 2 0 0 
絵 3 2 2 1 1 0 1 1 
絵 4 2 2 2 2 0 0 0 
絵 5 2 0 1 2 3 0 0 
絵 6 1 3 1 1 1 1 0 
絵 7 2 3 0 1 2 0 0 
絵 8 2 3 0 1 1 0 1 
絵 9 2 2 0 2 1 0 1 
絵 10 2 2 1 1 2 0 0 
絵 11 2 2 2 2 0 0 0 
 
































田 2012）。「やりもらい表現」の導入に際しても、本動詞「～あげる（やる） / ～く
れる / ～もらう」、補助動詞「～てあげる（やる） / ～てくれる / ～てもらう」と
三項対立の動詞（補助動詞）を一度に網羅する文型導入を採用している教科書が多
い。この文型至上主義に則って三項対立の「～てあげる（やる） / ～てくれる / ～





に対応するものとして “give” が、「～てもらう」には “receive” が使われるが、「～
くれる」には、それに対応する概念が英語の語彙には存在しないからなのである。















仕方によって異なった言語化がなされることが知られている（金谷 2003; 岸上 
2016; 森田 1998, 2002; 矢吹ソウ 2015）。例えば、日本語で「ここはどこですか」




が存在していることを話者自身が俯瞰的に眺めて “Where am I?” と質問している
のである。言い換えれば、話者が自らの分身を見知らぬ景色の中に置いたまま 
“Where am I?” と訊ねているのである。つまり、日本語は話者の視点に立った主
観的な状況把握で状態や出来事を表現するのに対して、英語は話者が一旦その状態
や出来事の外に出て、外からその状態や出来事を客観的に表現する言語なのである
（池上 2006, 2007; 森光 2007）。 
日本語の「やりもらい表現」でも、物や恩恵・利益の授受行為（誰かが誰かに
何かをあげる / 誰かが誰かに何かをもらう）を話者の目を通して見る主観的な状況

















である父親のなす授受行為を客観的に描写するために、“Father bought me a bag” 
と話者の目を離れた父の視線でこの授受行為が表現されているのである。「父が私に
鞄を買ってくれた」の英語対訳が “Father bought me a bag” となるのは、話者













(2) ? 加藤さんが私に映画の割引券を買ってあげた 










利益の授受行為の移動が含意されている（原田 2005; 山田 2002）。例えば、「父がア




(4) ? 父が私にアイスを買いました 
 
“For me” の意味が「～てくれる」を使うことで、その恩恵の意味がすでに伝えら
れていることを理解しなければならない。それ故、英語の“Father bought me ice 
cream (for me)”と“for me” を含んだ「～てくれる」を使う文を作ることが、英
語を母語とする日本語学習者にとっては難しくなってしまう。 











(6) * 病気で寝ていると、友人にご飯を作ってもらった 
(7) 汗をかいていたら、友人が窓を開けてくれた 
(8) * 汗をかいていたら、友人に窓を開けてもらった 
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(10) * 友人に電話して、家が来てくれた 
(11) お願いして、友人に窓を開けてもらった 
(12) * お願いして、友人が窓を開けてくれた 
 























れる」「～（て）もらう」という三項対立、一方、英語では “give” と “receive” の二
項対立になっている。「～（て）あげる」と「～（て）くれる」が “give” の概念に




You visited a Japanese family last weekend.  Describe what they did for you and 
what you did for them using ～てくれる / ～てあげる / ～てもらう. 

































の違いだけである。 英語訳では“I bought ice cream for my friend”か “My friend 















You are sick in bed.  Tell what your friend did for you (to show your appreciation) 
using ～てくれる. 
Example:  困っていると、ともだちが晩ご飯を作ってくれました。 
<Ex.> Friend made dinner for you 
1. help with homework 
2. do laundry 
3. clean your room 
…     












Your friend is sick in bed.  Tell what you did for your friend (for a favor) using  
～あげる. 
Example:  困っていたから、晩ご飯を作ってあげました。 
<Ex.> You made dinner for your friend 
1. do dishes 
2. take him to the hospital 
3. go to a bank and withdraw money 
…    
    

























You are sick in bed.  Tell what you asked your friend to do (for you)  
using ～てもらう. 
Example:  お願いして、ともだちに晩ご飯を作ってもらいました。 
<Ex.> Friend made dinner for you 
1. help with homework 
2. do laundry 
3. clean your room 
    
















いう意味の違いに留意した指導法を提案した。「あげる / くれる / もらう」という
三項対立に対して、英語の “give” “receive”の二項対立になっているため。「あげ






















































ミュニケーションのための日本語教育文法』(pp. 187-205). くろしお出版 
白川博之 (2010) 「日本語学的文法から独立した日本語教育文法」野田尚志（編）『コ
















『北陸大学紀要』33, pp. 143-151. 
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